
  カルテの全開示を求める裁判  

 

黒塗りじゃわかりません！ 

何も隠さず全開示を！！ 

 

  第 2回口頭弁論  ２０１６年１０月１４日（金） １１時３０分～ 

               ８０３号法廷（東京地裁８階）に集まろう！ 

 

 ＜第 1 回 報告＞2016 年 8 月 5 日、第 1 回口頭弁論がありました。支援の傍聴、ありがとうございました！ 

 

A さんの「おそれはない。全開示を求める」という訴状に対する東京都の答弁は、これまでの開示請求と特に

変わらず「精神保健法に基づく入院措置」について、抽象的な「おそれ」を繰り返すものでした。 

都が Aさんのカルテを一部非開示にしたのは「特定の指定医により精神障害者であって入院措置を要すると

いう診断がされた旨の情報に接した場合、誰しもが例外なくこれを従順かつ平穏に受容するという事態は想定

し難く、それらの者の中には、深刻に思い悩み、当該指定医の診断に誤りがあるのではないかと強く疑い、当該

指定医に対して怒りの念を抱くに至る物がないともいえず」などと、答弁書で述べました。 

障害者権利条約のインフォームド・コンセントについては「精神保健福祉法の上記条約適合性は、本件処

分の適合性とは無関係である上、同条約が具体的な権利として、原告の主張する権利を保障したものとはに

わかに解し難い」などとも述べました。 

 

A さんは都の答弁書について「今までと違う点は「精神障害者」という言葉が増えている。個別性を鑑みずに、

一律に規制されることはおかしいので、合理的な理由がないなら開示するべき」と主張しました。 

 

裁判官は「『おそれがある』の判断は、抽象的か具体的かが議論になる。『おそれ』とはどういうものか、双方の

意見を出しあうことになる」と述べました。 

また、すでに開示されている「現病歴」に本人弁以外の第3者情報が含まれていること、さらに、都から送られ

た付属書類に A さんと全く関係のない、他人の個人情報が含まれていたことが述べられ、次回の口頭弁論で

都の説明を確認することになりました。 

 

A さんは「不正な診断を受けて隔離・拘束をされた人が、自分についての情報を明らかにしたいと考えるのは

当然です。」「措置入院を決定する指定医約 100 人が、不正に資格を取得した疑いがあると報道されていま

す。」「カルテ非開示が慣行である限り、不正な診断が形骸化します。」ということを含む、すべての主張をまとめ

て、東京地裁へ準備書面を提出しました。 



 【背景】（＊以下【背景】と A さんからみなさんへのメッセージは、前回のリーフレットと同じ内容です） 

   A さんは子どもの頃から家族による精神的、身体的な虐待を受けてきました。A さんが家庭内の嘘や問題を

明らかにしようとするたびに、家族は精神科医と結託して精神疾患に結び付け、本人に内緒で薬をジュースに

混ぜる、関係者と口裏を合わせて騙す、事実を黙らせるなどの対応をし続けました。 

 

措置入院の少し前には、家族は A さんについて「治安を乱さないように、しかるべき対応を講じるべきだという

アドバイスを医師から受けている」ということを親戚へ話していました。措置入院はその延長上にあると思われます。

事実関係の確認は、A さんの生活に欠かせない重要な事柄であり、権利です。 

 

A さんは、措置入院決定後、54 日間入院した民間の病院に対しても診療録の開示請求を行い、そこでは

医師等の職員名を含むすべてが開示されています。その診療録や、普段通院している病院の診断書も証拠と

して提出しました。また、開示に同意する旨の、家族の同意書も提出し「かようなおそれはない」と主張して、２０

１６年６月、一部非開示決定の取消しを求めて提訴しました。 

 

これまでの間、東京都は条例を繰り返し述べるだけで、なぜ一部非開示なのかの説明をしていません。合理

的な理由がないまま、安易かつ差別的に開示を拒むことは許されません。みなさまの関心が大きな力になります。

ぜひ支援の傍聴をお願いいたします。 

 

       

       

 

 

 

 

～～～～～ A さんからみなさんへ メッセージ ～～～～～ 

 

私の身に起きた出来事は、そもそも、当初から現在に至るまで、家族や他人（医療者等を含む）と私

の間で起きた問題です。関係者の都合等で、事実を歪め、本来あるべき問題の解決から遠ざけ、そのこ

とで苦しんで身動きが取れない状態像だけを切り取り、診断名をつけて投薬ないし拘禁することまで、現

在でも医学とされたり、当然の医療とされたりしています。福祉サービスやピアなど、医療と隣接する領域

も、結局は、おおむねそうした考え方を前提とするものです。今までどこで何をやっても、人間的で本来的

な解決の道を歪められ、何もかもが、ますますややこしくこじれるばかりでした。本当に余りにもでたらめす

ぎます。こんなでたらめが、いつまでまかり通るのでしょうか？世の中はいつまで是認し続けるのでしょうか？

30 年前、自ら精神科を受診してしまって以来、医療の名の下、あまりにも歪められた渦中におかれ続け、

私はその歪みの圧力に対して持ち堪えるのが精いっぱいで、生きた心地がしたことがありません。その渦

中から、本当の意味の脱出をしようと私は思っています。どうかご支援をよろしくお願いいたします。 
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第 2 回口頭弁論 

２０１６年１０月１４日（金）１１：３０～  東京地方裁判所 ８０３号法廷   


